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研究成果の概要（和文）：本研究では剖検症例および動脈硬化モデル動物を用い、冠動脈や末梢血管におけるプ
ラ－クの血管内イメ－ジングと病理像を対比した。剖検例では石灰化病変やステント留置後新生内膜の画像所見
と病理像の関連を明らかにした。また、血管内イメ－ジングは、突然死における冠動脈血栓のスクリーニングに
有用であった。動脈硬化モデル動物では、末梢動脈の再狭窄病変に対する薬剤コ－テッドバル－ンの治療効果を
血管内イメージングと病理像で検証した。本検討で薬剤コーテッドバルーンの有用性が示され、治療直後におけ
る血管内イメ－ジングではバルーンにより塗布された薬剤が明瞭に描出されることを証明した。

研究成果の概要（英文）：The present study compared between the ex-vivo intravascular imaging and 
histopathology of coronary artery plaques using autopsy cases. The diagnostic accuracy of 
intravascular imaging for coronary artery plaque has been verified. Among the forensic autopsy 
cases, ex-vivo coronary artery imaging is useful to detect the coronary artery thrombosis. 
Furthermore, we examined the effect of the drug-coated balloon on restenosis after intervention in 
the peripheral artery of atherosclerotic animal model. We have demonstrated that the intravascular 
imaging can detect the delivered drug by drug-coated balloon.

研究分野：循環器病理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
心臓突然死が疑われる法医解剖症例において、血管内イメージングを用いたオートプシーイメージングによる画
像診断によって、詳細な冠動脈病変の検索が可能であった。ex-vivoにおける血管内イメ－ジングの解剖症例へ
の応用は、病理解剖や法医解剖における診断精度の向上に役立つと考えられた。動物実験では薬剤コ－テッドバ
ル－ンの血管内治療後の再狭窄病変に対する治療効果が動脈硬化発症モデル動物で証明された。さらに血管内イ
メージングで薬剤の血管壁に対する投与状態が検出可能であることを証明した。これら新規治療法の治療効果や
画像所見の確証により、有効かつ安全にヒトへの治療が可能であることを確認できた。












